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1. 平成26年3月期の連結業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 98,648 7.1 3,713 35.5 3,354 43.2 2,478 △20.6
25年3月期 92,126 0.6 2,740 33.8 2,342 43.9 3,119 140.3

（注）包括利益 26年3月期 2,646百万円 （△25.0％） 25年3月期 3,528百万円 （146.0％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

26年3月期 23.88 15.99 22.7 4.2 3.8
25年3月期 31.75 19.93 36.4 3.1 3.0

（参考） 持分法投資損益 26年3月期 △2百万円 25年3月期 △0百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 80,432 11,626 14.3 67.33
25年3月期 78,208 10,447 13.2 44.00

（参考） 自己資本 26年3月期 11,497百万円 25年3月期 10,324百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

26年3月期 2,984 △1,507 △1,462 11,798
25年3月期 7,072 △1,225 △2,065 11,782

2. 配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
26年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
27年3月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 100,000 1.4 3,200 △13.8 2,800 △16.5 2,000 △19.3 19.27



※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期 126,267,824 株 25年3月期 98,334,867 株
② 期末自己株式数 26年3月期 61,729 株 25年3月期 58,690 株
③ 期中平均株式数 26年3月期 103,787,163 株 25年3月期 98,271,356 株

（参考）個別業績の概要 

平成26年3月期の個別業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 51,116 4.3 1,155 68.2 1,397 64.9 1,472 △1.5
25年3月期 49,029 1.2 687 ― 847 149.7 1,494 148.4

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

26年3月期 14.18 9.50
25年3月期 15.20 9.55

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 52,766 9,096 17.2 48.31
25年3月期 52,966 7,521 14.2 15.48

（参考） 自己資本 26年3月期 9,096百万円 25年3月期 7,521百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は、この決算短信の開示時点において実施中であります。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料2ページ「１．経営成績・財政状態に関する分析 （１）経営成績に関する分析」をご覧くださ
い。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

① 当期の経営成績

 当連結会計年度における当社グループ（当社および連結子会社）の業績は、当社グループが主力とするビルサッシ

を中心とした建材事業分野においては、原材料費の上昇や技能労働者不足などの懸念材料があるものの、緩やかな回

復基調が継続しました。一方、形材外販事業においては、一般形材が堅調だったことに加え、アルミ加工品の受注に

努めた結果、売上は伸ばしましたが、市場競争の激化などにより利益面では厳しい状況が続いています。環境事業に

おいては、焼却飛灰処理設備プラントの納入実績累計が４００施設に達するなど順調に伸びていますが、薬剤販売で

は市場競争が激しくなり利益を圧迫しました。

 このような状況のもと、当社グループは、「中期経営３ヵ年計画（平成２３年度～２５年度）」を策定し、グルー

プ収益力と財務体質の強化を図り、持続的な成長を目指すべく、グループ全社一丸となって計画の達成に取り組んで

まいりました。

 この結果、当連結会計年度の連結経営成績につきましては、売上高は９８６億４千８百万円（前年同期比７．１％

増）となり、利益面では営業利益３７億１千３百万円（前年同期比９億７千２百万円増）、経常利益３３億５千４百

万円（前年同期比１０億１千２百万円増）となりました。当期純利益は２４億７千８百万円（前年同期比６億４千１

百万円減）と減収になりましたが、これは、前年度に繰延税金資産１２億２千５百万円を計上したことによるもので

す。

 また、「中期経営３ヵ年計画（平成２３年度～２５年度）」につきましては、売上高が若干計画数値（1,000億

円）に届かなかったものの営業利益率（3.0％以上）、純資産（97億円以上）、有利子負債残高（260億円以下）の各

計画目標を達成いたしました。

 

② 事業の種類別セグメントの状況

 事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりであります。

〔建材事業〕

 主力の建材事業においては、着工建築物床面積や住宅着工戸数の増加など市場が回復基調を継続する中、建築需要

を確実に取り込み利益確保の営業に徹したことに加え、中期経営３ヵ年計画で取り組んできた改善施策等の効果によ

り、売上高は７１６億１千万円（前年同期比５．１％増）、セグメント利益は３８億４千２百万円（前年同期比１１

億６百万円増）と増収増益になりました。

 

〔形材外販事業〕

 形材外販事業においては、一般形材が順調に推移したことに加え、ソーラー枠などアルミ加工品の受注獲得に努め

た結果、売上高は２１９億３千４百万円（前年同期比１３．２％増）と増収になりましたが、セグメント利益は市場

競争の激化などにより８億６千２百万円（前年同期比５千２百万円減）と若干の減益になりました。

 

〔環境事業〕

 環境事業においては、焼却飛灰処理設備プラントおよびリサイクル設備プラントの受注増加に加え、薬剤販売やメ

ンテナンス工事の取り込みに注力した結果、売上高は３６億３千６百万円（前年同期比１１．７％増）と増収になり

ましたが、薬剤販売の利益率低下などによりセグメント利益は２億３千４百万円（前年同期比４千万円減）と若干の

減益になりました。
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③ 今後の見通し

 今期の見通しにつきましては、政府・日銀主導の経済・金融政策の効果も徐々に現れ、国内景気は引き続き緩やか

な回復基調が続くものと予想されますが、消費税増税後の反動や為替の変動等による原材料費の上昇、原発事故によ

る電力問題等、先行きは不透明な状況が続くものと考えられます。また、当社グループが主力とする建材事業分野に

おいては２０２０年のオリンピック・パラリンピック開催地が東京に決定するなど明るいニュースもありますが、技

能労働者の不足、労務・資材費の上昇等の問題が工事進捗に影響を及ぼす懸念もあります。

 かかる状況の下、当社グループは中期経営計画「躍進」（２０１４－２０１６年度）を策定し、バリューイノベー

ションの実現を推進してまいります。

 その基本戦略につきましては、３．経営方針の（２）中長期的な会社の経営戦略および対処すべき課題に記載して

おります。

  なお、平成２７年３月期の通期連結業績見通しは下記のとおりを見込んでおります。

 

平成27年3月期予想

自 平成26年４月１日

至 平成27年３月31日

当連結会計年度

自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日

増減

  金額 （百万円） 金額 （百万円） 金額 （百万円） 伸率(%)

 売上高 100,000 98,648 1,351 1.4

 営業利益 3,200 3,713 △513 △13.8

 経常利益 2,800 3,354 △554 △16.5

 当期純利益 2,000 2,478 △478 △19.3

 

 ※上記に記載した予想数値は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想

値と異なる場合があります。

(2）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

 当連結会計年度末の資産につきましては、流動資産は５２６億７千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ２２

億４百万円増加いたしました。これは主に受取手形及び売掛金が１８億５千３百万円増加したことによるものであり

ます。固定資産は２７７億６千万円となり、前連結会計年度末に比べ１千８百万円増加いたしました。これは主に投

資有価証券が１億５千９百万円増加したことによるものであります。

 この結果、総資産は、８０４億３千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ２２億２千３百万円増加いたしまし

た。

 負債につきましては、流動負債は４８４億３千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ３４億２千１百万円減少

いたしました。これは主に短期借入金が３２億７千５百万円減少したことによるものであります。固定負債は２０３

億７千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ４４億６千５百万円増加いたしました。これは主に長期借入金が

１９億４千６百万円増加したほか、退職給付に関する会計基準等の適用により退職給付引当金が１１５億５千７百万

円減少し、退職給付に係る負債が１３８億１千８百万円増加したことによるものであります。

 この結果、負債合計は、６８８億５百万円となり、前連結会計年度末に比べ１０億４千４百万円増加いたしまし

た。

 純資産につきましては、純資産合計は１１６億２千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ１１億７千９百万円

増加いたしました。これは主に利益剰余金が２４億７千８百万円、退職給付に係る調整累計額が１４億５千３百万円

増加したことによるものであります。

 この結果、自己資本比率は１４．３％（前連結会計年度末は１３．２％）となりました。
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② キャッシュ・フローの状況

 当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末に比べ１千６

百万円増加し、当連結会計年度末には１１７億９千８百万円となりました。

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は、２９億８千４百万円（前年同期は７０億７千２百万円の獲得）となりました。こ

れは主にたな卸資産の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は、１５億７百万円（前年同期は１２億２千５百万円の使用）となりました。これは

主に有形固定資産の取得による支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は、１４億６千２百万円（前年同期は２０億６千５百万円の使用）となりました。こ

れは主に借入金の返済による支出によるものであります。

 

 (参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

  平成22年３月期平成23年３月期平成24年３月期平成25年３月期平成26年３月期

自己資本比率（％） 7.0 7.7 9.2 13.2 14.3

時価ベースの自己資本比率（％） 5.1 12.0 8.7 13.4 27.1

キャッシュ・フロー対有利子負債比

率（年）
9.4 19.5 12.7 3.5 7.8

インタレスト・カバレッジ・レシオ

（倍）
4.7 2.1 3.2 11.4 5.6

 （注） 自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

※ 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

※ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

※ 営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用してお

ります。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象と

しております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しておりま

す。

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 当社は、適正な利益を確保することにより、株主の皆様への安定的な利益還元と将来の事業展開に備えるための内

部留保の充実に努めることを利益配分の基本方針としており、早期に株主の皆様への安定的な利益還元が出来ること

を経営の最重要課題の一つと認識しております。

 当連結会計年度の連結業績は、４期連続黒字化を達成し、個別業績についても３期連続の黒字となりましたが、優

先株式の処理など財務上の重要な課題を抱えておりますので、当期の配当金につきましては、誠に遺憾ながら無配と

させていただきたいと存じます。

 引き続き、安定的な収益基盤の確立、強固な財務体質の構築を目指し、復配の実現に向けて最大限の努力を続けて

まいる所存であります。
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(4）事業等のリスク

 当社グループの経営成績、財政状態および株価等に影響を及ばす可能性のある事項には、以下のようなものがあり

ます。

 なお、記載した事項は、当連結会計年度末（平成26年3月31日）現在において当社グループが判断したものであ

り、当社グループに関する全てのリスクを網羅したものではありません。

① 経済状況について

 当社グループにおける営業収入の大部分は、日本国内における需要に大きく影響を受けます。このため、当社グル

ープの経営成績は、日本国内の景気動向、建設会社の建設工事受注残高や住宅着工戸数の変動等の影響を受ける可能

性があります。

 また、国内景気の悪化により、売掛金、受取手形等の債権が劣化した場合、貸倒引当金の積み増しが必要となるな

ど、当社グループの経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

② 原材料の市況変動の影響について

 当社グループは、アルミ地金を主たる原材料とする事業（建材事業、形材外販事業）が売上高の大半を占めており

ます。このアルミ地金価格は、市況（為替相場およびロンドン金属取引所（ＬＭＥ）の価格相場）の変動により影響

を受けることから、今後も市況が上昇する局面では、原材料費の上昇が押さえきれず、当社グループの業績に影響を

及ぼす可能性があります。

③ 市場環境について

 当社グループを取り巻く事業環境は、政府・日銀主導の経済・金融政策の効果も徐々に現れ、国内景気は引き続き

緩やかな回復基調が続くものと予想されますが、消費税増税後の反動や為替の変動等による原材料費の上昇、原発事

故による電力問題等、先行きは不透明な状況が続くものと考えられます。また、当社グループが主力とする建材事業

分野においては２０２０年のオリンピック・パラリンピック開催地が東京に決定するなど明るいニュースもあります

が、技能労働者の不足、労務・資材費の上昇等の問題が工事進捗に影響を及ぼす懸念もあります。一方、形材外販事

業においては、一般形材は堅調に推移しましたが、アルミ加工品は長く円高が続いた影響もあり需要先の海外シフト

などで国内市場が縮小しています。

 営業活動を展開する上で競業他社との競争は避けられませんが、そのような状況に耐えうるべく製品・サービスの

向上に努めております。しかしながら、市場環境が大きく変化した場合、厳しい価格競争にさらされるなど、当社グ

ループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

④ 経営成績の季節的変動について

 当社グループは建材事業、特にビルサッシの売上比率が高く、このビルサッシの売上が季節的に大きく変動するこ

とから、営業年度の中間期末と期末に売上が集中する傾向があります。

⑤ 特定事業への依存について

 当社グループは、売上・利益ともに建材事業への依存率が高く、この事業の業績に全体の経営成績が大きく影響さ

れる傾向があります。建築投資全体が縮小傾向で推移する状況に対して当社グループは、形材外販事業や環境事業等

非サッシ事業およびリニューアル事業の拡大を積極的に推進しております。

⑥ 法的規制について

 当社グループは、商品の設計・製造・販売・施工に関連して、多くの法的規制を受けております。「建設業法」に

基づき、建材事業は建具工事業、環境事業は機械器具設置工事業の許可を受けて営業を行っており、この他にも水質

汚濁防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律など環境関連法や消費生活用製品安全法など様々な法的規制を受け

ながら事業を展開しております。今後、これらの規則の改廃や新たな法的規制が設けられる場合には、当社の業績が

影響を受ける可能性があります。

⑦ 自然災害および事故等の発生による影響について

 東日本大震災のような地震・津波などの自然災害および火災・停電等の事故災害によって、当社グループの生産・

販売・物流拠点および設備が破損、機能不全に陥る可能性があります。災害による影響を最小限に抑える対策を講じ

ていますが、災害による被害を被った場合は、当社の業績が影響を受ける可能性があります。
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２．企業集団の状況

 最近の有価証券報告書（平成25年６月27日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係会社の状況」か

らの重要な変更がないため開示を省略しております。

３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

 当社は、「不二サッシは窓から夢をひろげていきます」の経営理念のもと、当社の独自性を発揮できる事業分野に

より力を入れていくことにより、お客様に信頼され、社会に貢献し続けることを経営の基本方針としております。

(2）中長期的な会社の経営戦略および対処すべき課題

 今後のわが国における建築市場は、短期的には２０２０年のオリンピック・パラリンピックの東京開催など緩やか

な増加傾向が続くと考えられますが、中長期的には内外の情勢から見て縮小傾向が顕著になるなど厳しい状況が続く

ものと予想しております。このため、当社グループが対処すべき当面の課題としては、①主力事業である建材事業、

とりわけビルサッシ事業の利益と価格競争力の確保、②今後の成長が期待されるリニューアル市場やフロント市場の

開拓推進強化やアルミ加工技術力を活かしたアルミ加工品・アルミ精密加工品分野の強化、環境事業の拡充など成長

分野の強化による収益源の多様化、③新素材事業（マグネシウム合金）における各産業との共同用途開発、海外事業

における不二ブランド商品の拡販、現地企業とのアライアンスなど新分野への挑戦、並びに④全社レベルでのＰＤＣ

Ａ（Plan,Do,Check,Act）システムの徹底による強靭な事業システムの構築を目指します。

 これらの課題に対処するために、中期経営計画「躍進」（２０１４－２０１６年度）を策定し、バリューイノベー

ションの実現を推進しております。

中期経営計画「躍進」（２０１４－２０１６年度）」の基本戦略

１．バリューイノベーションの実現

・コア事業の商品力強化（商品開発投資拡大）

顧客起点での商品体系の構築と商品開発力の強化

・業務プロセス改革

業務プロセス全体を徹底的に効率化

２．強靭な事業システムの構築

・全社レベルのＰＤＣＡ（Plan,Do,Check,Act）の徹底

３．成長分野の強化

・市場機会が見込める分野（リニューアル事業・フロント事業・環境事業等）の事業モデルを充実させ、商品力・

提案力を含めた事業領域拡大を強力に推進する。

４．新分野への挑戦

・新素材事業（マグネシウム合金）

各産業との共同用途開発による拡販

・海外事業

不二ブランド商品の拡販を図るとともにアジアを中心としたアライアンス戦略を推進する。

※ 成長分野・新分野の売上は３０％以上拡大（２０１３年度比）

 

以上の諸施策の遂行により、中期経営計画の最終年度（２０１６年度）において、以下の数値目標を達成すべく経営

努力をしてまいります。

数値目標（連結ベース）

売上高            １，０５０億円

営業利益率          ４．０％

純資産            １８０億円以上

有利子負債残高        ２２０億円以下

 

- 6 -

不二サッシ(株)（5940）平成26年3月期決算短信



４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 ※２ 12,763 ※２ 12,840 

受取手形及び売掛金 ※２,※８ 19,293 ※２,※８ 21,146 

商品及び製品 1,223 1,149 

仕掛品 ※４ 12,443 ※４ 11,416 

原材料及び貯蔵品 3,256 3,645 

販売用不動産 ※２ 210 ※２ 208 

繰延税金資産 784 828 

その他 1,438 2,283 

貸倒引当金 △946 △847 

流動資産合計 50,466 52,671 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 35,653 35,903 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △28,550 △29,044 

建物及び構築物（純額） ※２ 7,103 ※２ 6,858 

機械装置及び運搬具 43,740 43,518 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △41,905 △41,307 

機械装置及び運搬具（純額） ※２ 1,835 ※２ 2,210 

土地 ※２,※３ 13,158 ※２,※３ 13,206 

リース資産 382 915 

減価償却累計額 △136 △225 

リース資産（純額） 246 689 

建設仮勘定 861 224 

その他 14,057 12,153 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △13,695 △11,753 

その他（純額） ※２ 362 ※２ 399 

有形固定資産合計 23,567 23,589 

無形固定資産    

その他 168 145 

無形固定資産合計 168 145 

投資その他の資産    

投資有価証券 ※１,※２ 1,951 ※１,※２ 2,111 

長期貸付金 41 33 

繰延税金資産 643 494 

その他 ※１,※２ 2,127 ※１,※２ 2,125 

貸倒引当金 △757 △738 

投資その他の資産合計 4,006 4,025 

固定資産合計 27,742 27,760 

資産合計 78,208 80,432 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 ※８ 19,198 ※８ 17,895 

短期借入金 ※２,※７ 21,907 ※２,※７ 18,632 

リース債務 87 155 

未払法人税等 178 415 

前受金 7,046 7,048 

役員賞与引当金 4 - 

工事損失引当金 ※４ 93 ※４ 97 

資産除去債務 98 127 

その他 3,241 4,062 

流動負債合計 51,855 48,433 

固定負債    

長期借入金 ※２ 2,749 ※２ 4,696 

リース債務 175 576 

繰延税金負債 159 52 

再評価に係る繰延税金負債 447 447 

退職給付引当金 11,557 - 

資産除去債務 179 157 

退職給付に係る負債 - 13,818 

その他 636 622 

固定負債合計 15,905 20,371 

負債合計 67,760 68,805 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,709 1,709 

資本剰余金 814 814 

利益剰余金 6,530 9,008 

自己株式 △8 △8 

株主資本合計 9,046 11,523 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 202 301 

土地再評価差額金 ※３ 1,471 ※３ 1,471 

為替換算調整勘定 △396 △345 

退職給付に係る調整累計額 - △1,453 

その他の包括利益累計額合計 1,277 △26 

少数株主持分 123 129 

純資産合計 10,447 11,626 

負債純資産合計 78,208 80,432 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 92,126 98,648 

売上原価 ※１,※３,※７ 78,642 ※１,※３,※７ 83,637 

売上総利益 13,483 15,011 

販売費及び一般管理費 ※２,※３ 10,742 ※２,※３ 11,297 

営業利益 2,740 3,713 

営業外収益    

受取利息 30 33 

受取配当金 27 46 

保険配当金 53 67 

受取賃貸料 30 29 

受取保険金 94 8 

その他 106 109 

営業外収益合計 342 293 

営業外費用    

支払利息 623 537 

手形売却損 43 23 

その他 73 91 

営業外費用合計 740 652 

経常利益 2,342 3,354 

特別利益    

固定資産売却益 ※４ 10 ※４ 9 

補助金収入 - 595 

その他 - 1 

特別利益合計 10 607 

特別損失    

固定資産売却損 ※５ 4 ※５ 0 

固定資産除却損 ※６ 74 ※６ 65 

災害による損失 64 166 

固定資産圧縮損 - 595 

その他 31 59 

特別損失合計 174 887 

税金等調整前当期純利益 2,177 3,074 

法人税、住民税及び事業税 247 577 

法人税等調整額 △1,225 2 

法人税等合計 △977 579 

少数株主損益調整前当期純利益 3,155 2,494 

少数株主利益 35 15 

当期純利益 3,119 2,478 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 3,155 2,494 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 219 98 

土地再評価差額金 △17 - 

為替換算調整勘定 170 53 

その他の包括利益合計 ※ 373 ※ 152 

包括利益 3,528 2,646 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 3,486 2,627 

少数株主に係る包括利益 42 18 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,709 814 3,763 △8 6,279 

当期変動額           

当期純利益     3,119   3,119 

自己株式の取得       △0 △0 

在外連結子会社の機能通貨変
更に伴う増減     △352   △352 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）           

当期変動額合計 － － 2,766 △0 2,766 

当期末残高 1,709 814 6,530 △8 9,046 

 

               

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

土地再評価差
額金 

為替換算調整
勘定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 △16 1,488 △911 － 560 81 6,920 

当期変動額               

当期純利益             3,119 

自己株式の取得             △0 

在外連結子会社の機能通貨変
更に伴う増減     350   350   △1 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額） 219 △17 163 － 366 42 408 

当期変動額合計 219 △17 514 － 717 42 3,526 

当期末残高 202 1,471 △396 － 1,277 123 10,447 
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当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,709 814 6,530 △8 9,046 

当期変動額           

当期純利益     2,478   2,478 

自己株式の取得       △0 △0 

在外連結子会社の機能通貨変
更に伴う増減         － 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）           

当期変動額合計 － － 2,478 △0 2,477 

当期末残高 1,709 814 9,008 △8 11,523 

 

               

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

土地再評価差
額金 

為替換算調整
勘定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 202 1,471 △396 － 1,277 123 10,447 

当期変動額               

当期純利益             2,478 

自己株式の取得             △0 

在外連結子会社の機能通貨変
更に伴う増減             － 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額） 

98 － 50 △1,453 △1,304 5 △1,298 

当期変動額合計 98 － 50 △1,453 △1,304 5 1,179 

当期末残高 301 1,471 △345 △1,453 △26 129 11,626 

 

- 12 -

不二サッシ(株)（5940）平成26年3月期決算短信



（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 2,177 3,074 

減価償却費 1,621 1,632 

持分法による投資損益（△は益） 0 2 

受取利息及び受取配当金 △57 △79 

支払利息 623 537 

固定資産売却損益（△は益） △5 △9 

固定資産除却損 74 86 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △191 △128 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 0 △4 

工事損失引当金の増減額（△は減少） △167 3 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 506 △11,562 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 12,309 

売上債権の増減額（△は増加） 1,817 △1,791 

たな卸資産の増減額（△は増加） △724 747 

仕入債務の増減額（△は減少） 34 △1,325 

前受金の増減額（△は減少） 1,221 2 

その他 849 238 

小計 7,783 3,731 

利息及び配当金の受取額 59 81 

利息の支払額 △621 △531 

法人税等の支払額 △148 △296 

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,072 2,984 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △553 △375 

定期預金の払戻による収入 1,120 321 

有形固定資産の取得による支出 △1,640 △1,439 

有形固定資産の売却による収入 14 11 

無形固定資産の取得による支出 △105 △24 

投資有価証券の取得による支出 △71 △10 

その他 10 8 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,225 △1,507 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,772 △4,139 

長期借入れによる収入 2,685 5,267 

長期借入金の返済による支出 △1,900 △2,484 

その他 △77 △106 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,065 △1,462 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 1 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,785 16 

現金及び現金同等物の期首残高 7,996 11,782 

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 11,782 ※１ 11,798 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及

び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を

退職給付に係る負債として計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給

付に係る負債に計上しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当

連結会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加

減しております。

この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が138億1千8百万円計上されるとともに、その他

の包括利益累計額が14億5千3百万円減少しております。

 

（表示方法の変更）

（連結損益計算書）

前連結会計年度において「特別損失」に区分掲記しておりました「退職給付費用」は、金額の重要性が減少

したため、当連結会計年度においては「特別損失」の「その他」に含めて表示しております。この表示方法の

変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「特別損失」の「退職給付費用」に表示していた０

百万円は、「その他」として組み替えております。

（連結キャッシュ・フロー計算書）

 前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」に区分掲記しておりました「投資有価証

券売却損益」及び「投資有価証券評価損益」は、金額の重要性が減少したため、当連結会計年度においては

「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映

させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロ

ー」の「投資有価証券売却損益」及び「投資有価証券評価損益」に表示していた０百万円は、「その他」とし

て組み替えております。

 前連結会計年度において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」に区分掲記しておりました「投資有価証

券の売却による収入」は、金額の重要性が減少したため、当連結会計年度においては「投資活動によるキャッ

シュ・フロー」の「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計

年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「投資活動によるキャッシュ・フロ

ー」の「投資有価証券の売却による収入」に表示していた０百万円は、「その他」として組み替えておりま

す。

 

- 15 -

不二サッシ(株)（5940）平成26年3月期決算短信



（連結貸借対照表関係）

※１ 関連会社に対するものは、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

投資有価証券 360百万円 355百万円

その他（出資金） 9 9

 

※２ 担保資産及び担保付債務

 担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

現金及び預金 391百万円   1,443百万円  

受取手形及び売掛金 1,655   2,110  

販売用不動産 147   147  

建物及び構築物 6,518 (5,650百万円) 6,187 (5,360百万円)

機械装置及び運搬具 1,026 (1,026百万円) 1,207 (1,207百万円)

土地 11,973 (9,760百万円) 11,975 (9,760百万円)

その他（工具、器具及び備品） 2 (2百万円) 1 (1百万円)

投資有価証券 447   472  

その他（長期前払費用） 21   21  

計 22,185 (16,440百万円) 23,567 (16,330百万円)

 上記のうち、（ ）内書は工場財団抵当を示しております。

 

 担保付債務は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

短期借入金 19,177百万円 15,619百万円

長期借入金 1,099 2,653

計 20,277 18,272
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※３ 土地の再評価

 連結子会社の不二ライトメタル㈱及び日海不二サッシ㈱は、土地の再評価に関する法律（平成10年３月

31日公布法律第34号）に基づき、事業用土地の再評価を行い、土地再評価差額金を純資産の部に計上して

おります。

・再評価の方法…土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第４

号に定める地価税法（平成３年法律第69号）第16条に規定する地価税の課税価格の計

算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法により

算定した価額に合理的な調整を行って算定する方法を採用しております。

なお、「固定資産の減損に係る会計基準」を適用したことにより、減損損失を計上し

繰延税金負債、再評価に係る繰延税金負債、土地再評価差額金を取崩しております。

不二ライトメタル㈱

・再評価を行った年月日…平成12年３月31日

 

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

再評価後の帳簿価額 2,030百万円 2,030百万円

減損処理後の帳簿価額 1,918 1,918

再評価を行った土地の連結会計年度末にお

ける時価と減損処理後の帳簿価額との差額
△242 △261

 

日海不二サッシ㈱

・再評価を行った年月日…平成14年３月31日

 

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

再評価後の帳簿価額 1,812百万円 1,812百万円

減損処理後の帳簿価額 1,487 1,487

再評価を行った土地の連結会計年度末にお

ける時価と減損処理後の帳簿価額との差額
△439 △406

 

※４ 損失が見込まれる工事契約に係るたな卸資産と工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しておりま

す。損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産のうち、工事損失引当金に対応する額は次のとお

りであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

仕掛品 69百万円 75百万円

 

 ５ 偶発債務

 次の法人等の金融機関等からの借入等に対し保証を行っております。

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当連結会計年度
（平成26年３月31日）

社会福祉法人メイプル 16百万円 社会福祉法人メイプル 6百万円

その他 0 その他 0

計 16 計 7

 

 ６ 受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度 

（平成25年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成26年３月31日） 

受取手形割引高 1,677百万円 926百万円 

受取手形裏書譲渡高 145 100 
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※７ 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため株式会社りそな銀行と借入コミットメント契約を締結して

おります。当連結会計年度末における借入コミットメントに係る借入未実行残高は次のとおりでありま

す。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

借入コミットメントの総額 8,000百万円 8,000百万円

借入実行残高 6,400 5,600

未実行残高 1,600 2,400

 

※８ 期末日満期手形

 連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、前連結会計年度の末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が前連結会計

年度末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

受取手形 638百万円 －百万円

支払手形 2,054 －

 

- 18 -

不二サッシ(株)（5940）平成26年3月期決算短信



（連結損益計算書関係）

※１ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含ま

れております。

 
前連結会計年度 

（自 平成24年４月１日 
  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

  40百万円 37百万円 

 

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度 

（自 平成24年４月１日 
  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

給料及び手当 4,256百万円 4,433百万円 

貸倒引当金繰入額 112 △63 

役員賞与引当金繰入額 4 － 

退職給付費用 585 584 

 

※３ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費の総額

前連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 

  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

890百万円 1,014百万円 

 

※４ 固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

前連結会計年度
（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

機械装置及び運搬具 10百万円   9百万円

その他（工具、器具及び備品） －   0

計 10   9

 

※５ 固定資産売却損の内容は次のとおりであります。

前連結会計年度
（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

機械装置及び運搬具 0百万円   0百万円

土地 3   -

建物及び構築物 1   -

その他（工具、器具及び備品） 0   -

計 4   0

 

※６ 固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

前連結会計年度
（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

建物及び構築物 2百万円   0百万円

機械装置及び運搬具 32   19

その他（工具、器具及び備品） 39   45

計 74   65
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※７ 売上原価に含まれている工事損失引当金繰入額

前連結会計年度
（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

△167百万円 3百万円

 

（連結包括利益計算書関係）

    ※ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

その他有価証券評価差額金：    

当期発生額 259百万円 152百万円

組替調整額 0 －

税効果調整前 259 152

税効果額 △39 △53

その他有価証券評価差額金 219 98

土地再評価差額金：    

税効果額 △17 －

為替換算調整勘定：    

当期発生額 170 53

その他の包括利益合計 373 152
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（連結株主資本等変動計算書関係）

 前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

 １．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（千株）

当連結会計年度増
加株式数（千株）

当連結会計年度減
少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

発行済株式        

普通株式 98,334 － － 98,334

 優先株式        

第２種優先株式 1,500 － － 1,500

第３種優先株式 1,500 － － 1,500

合計 101,334 － － 101,334

自己株式        

普通株式 63 0 － 63

優先株式 － － － －

合計 63 0 － 63

（注） 普通株式の自己株式の株式数の増加０千株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

 

 当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

 １．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（千株）

当連結会計年度増
加株式数（千株）

当連結会計年度減
少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

発行済株式        

普通株式   （注）１ 98,334 27,932 － 126,267

 優先株式        

第２種優先株式 1,500 － － 1,500

第３種優先株式 1,500 － － 1,500

合計 101,334 27,932 － 129,267

自己株式        

普通株式   （注）２ 63 3 － 66

優先株式   （注）３ － 1,500 － 1,500

合計 63 1,503 － 1,566

（注）１.普通株式の発行済株式総数の増加27,932千株は、第３種優先株式の取得請求に伴い、普通株式を発行したもの

であります。

   ２.普通株式の自己株式の株式数の増加３千株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

   ３.優先株式の自己株式の株式数の増加1,500千株は、優先株主からの取得請求により第３種優先株式を取得したも

のであります。
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

現金及び預金勘定 12,763百万円 12,840百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △981  △1,042 

現金及び現金同等物 11,782  11,798 
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（セグメント情報等）

ａ．セグメント情報

１．報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

 当社グループは、アルミサッシを中心にした「建材事業」、アルミ形材等のアルミ加工品に関する「形

材外販事業」及び都市ゴミ焼却施設の飛灰処理設備プラント等に関する「環境事業」を主力に事業を展開

しており、これら３つを報告セグメントとしております。

 「建材事業」の主な製品にはカーテンウォール、サッシ、ドア、室内建具、エクステリア製品等があ

り、「形材外販事業」の主な製品にはアルミ形材、アルミ精密加工品等があります。また、「環境事業」

においては、都市ゴミ焼却施設の飛灰処理設備プラントとそれに伴う薬剤販売、都市ゴミリサイクル施設

の設計・製作・工事を行っております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額の算定方法

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

  前連結会計年度（自 平成24年４月１日  至 平成25年３月31日）

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他（注） 合計 

  建材 形材外販 環境 計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 68,136 19,369 3,255 90,760 1,365 92,126 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
409 8,304 － 8,713 2,761 11,475 

計 68,545 27,673 3,255 99,474 4,126 103,601 

セグメント利益 2,736 914 275 3,925 147 4,073 

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「不動産」、「運送」、「保

      管管理」、「ＬＥＤ商品」等を含んでおります。

    ２．報告セグメントごとの資産、負債、その他の項目につきましては、経営資源の配分の決定及び業績を評価

      するための対象とはしていないため、記載しておりません。
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  当連結会計年度（自 平成25年４月１日  至 平成26年３月31日）

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他（注） 合計 

  建材 形材外販 環境 計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 71,610 21,934 3,636 97,181 1,467 98,648 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
339 8,040 - 8,379 2,637 11,017 

計 71,949 29,974 3,636 105,561 4,105 109,666 

セグメント利益 3,842 862 234 4,938 119 5,058 

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「不動産」、「運送」、「保

      管管理」、「ＬＥＤ商品」等を含んでおります。

    ２．報告セグメントごとの資産、負債、その他の項目につきましては、経営資源の配分の決定及び業績を評価

      するための対象とはしていないため、記載しておりません。

 

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

                                                          （単位：百万円）

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 99,474 105,561

「その他」の区分の売上高 4,126 4,105

セグメント間取引消去 △11,475 △11,017

連結財務諸表の売上高 92,126 98,648

                                                          （単位：百万円）

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 3,925 4,938

「その他」の区分の利益 147 119

セグメント間取引消去 107 147

全社費用（注） △1,440 △1,492

連結財務諸表の営業利益 2,740 3,713

 （注） 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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ｂ．関連情報

前連結会計年度（自 平成24年４月１日  至 平成25年３月31日）

  １．製品及びサービスごとの情報

（単位：百万円）

  建材 形材外販 環境 その他 合計

外部顧客への売上高  68,136  19,369  3,255  1,365  92,126

 

  ２．地域ごとの情報

  （1）売上高

    本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載は省略しておりま

    す。

 

  （2）有形固定資産

    本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

    め、記載を省略しております。

 

  ３．主要な顧客ごとの情報

   売上高の10％を超える売上高を計上した顧客が存在しないため、記載を省略しております。

 

当連結会計年度（自 平成25年４月１日  至 平成26年３月31日）

  １．製品及びサービスごとの情報

（単位：百万円）

  建材 形材外販 環境 その他 合計

外部顧客への売上高 71,610 21,934 3,636 1,467 98,648

 

  ２．地域ごとの情報

  （1）売上高

    本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載は省略しておりま

    す。

 

  （2）有形固定資産

    本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

    め、記載を省略しております。

 

  ３．主要な顧客ごとの情報

   売上高の10％を超える売上高を計上した顧客が存在しないため、記載を省略しております。
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ｃ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

 前連結会計年度（自 平成24年４月１日  至 平成25年３月31日）

  重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

 当連結会計年度（自 平成25年４月１日  至 平成26年３月31日）

  重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

 前連結会計年度（自 平成24年４月１日  至 平成25年３月31日）

  該当事項はありません。

 

 当連結会計年度（自 平成25年４月１日  至 平成26年３月31日）

  重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

ｅ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

 前連結会計年度（自 平成24年４月１日  至 平成25年３月31日）

  該当事項はありません。

 

 当連結会計年度（自 平成25年４月１日  至 平成26年３月31日）

  該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

１株当たり純資産額 44.00円 67.33円

１株当たり当期純利益金額 31.75円 23.88円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 19.93円 15.99円

（注）１．１株当たり純資産額の算定にあたっては、優先株式の発行価額を控除して算定しております。

２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

１株当たり当期純利益金額    

当期純利益（百万円） 3,119 2,478

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る当期純利益（百万円） 3,119 2,478

普通株式の期中平均株式数（千株） 98,271 103,787

     

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額    

当期純利益調整額（百万円） － －

（うち支払利息（税額相当額控除後）

（百万円））
（－） （－）

普通株式増加数（千株） 58,252 51,206

（うち第２種優先株式（千株）） （29,126） （28,790）

（うち第３種優先株式（千株）） （29,126） （22,415）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益金額の算定に含めなかった潜在

株式の概要

 

            ──────
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（重要な後発事象）

１．吸収分割

 当社不二サッシ㈱は、平成26年2月5日開催の取締役会において、当社の事業の一部を100％子会社である㈱

不二サッシ関東に承継させるとともに、当社の100％子会社である不二サッシサービス㈱の事業の一部を合わ

せて㈱不二サッシ関東に承継させることを決議し、吸収分割契約を締結いたしました。

(1)結合当事企業又は対象となった事業の名称及びその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名

称並びに取引の目的を含む取引の概要

①結合当事企業又は対象となった事業の名称及びその事業の内容

（イ）分割会社

名称     不二サッシ㈱

事業の内容  建材事業

名称     不二サッシサービス㈱

事業の内容  建材事業

（ロ）承継会社

名称     ㈱不二サッシ関東

事業の内容  建材事業

②企業結合の法的形式

 本企業結合は、不二サッシ㈱及び不二サッシサービス㈱を分割会社、㈱不二サッシ関東を承継会社と

する吸収分割であります。なお、本吸収分割は会社法784条第3項が規定する株主総会の承認を必要とし

ない吸収分割に該当するため、分割会社においては株主総会の承認を得ておりません。

③取引の目的を含む取引の概要

（イ）取引の目的及び概要

 不二サッシ㈱住宅建材関東営業部に係る事業を㈱不二サッシ関東に分割承継させるとともに

、不二サッシサービス㈱の建材事業を㈱不二サッシ関東に併せて分割承継させることにより、

グループ再編を通じた組織の適正化・効率化を図り、もって迅速な意思決定を通じた顧客サー

ビス向上及び経営効率の追求によるグループ利益の拡大を図るため、会社分割を実施すること

を決定いたしました。

（ロ）吸収分割の効力発生日

平成26年4月1日

(2)実施した会計処理の概要

 「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第7号）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基

準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号）に基づき、共通支配下の取引の会計処理を実施す

ることになります。

２．吸収合併

 当社不二サッシ㈱は、平成26年2月5日開催の取締役会において、合併によるグループ内の組織再編を実

施することを決議いたしました。

(1)結合当事企業又は対象となった事業の名称及びその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名

称並びに取引の目的を含む取引の概要

①結合当事企業又は対象となった事業の名称及びその事業の内容

（イ）消滅会社

名称     神奈川不二サッシ販売㈱

事業の内容  建材事業

（ロ）存続会社

名称     ㈱不二サッシ関東

事業の内容  建材事業

②企業結合の法的形式

 本企業結合は、㈱不二サッシ関東を存続会社とし、神奈川不二サッシ販売㈱を消滅会社とする吸収合

併であります。
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③取引の目的を含む取引の概要

（イ）取引の目的及び概要

グループ再編を通じた組織の適正化・効率化を図り、もって迅速な意思決定を通じた顧客サー

ビス向上及び経営効率の追求によるグループ利益の拡大を図るため、吸収合併を実施すること

を決定いたしました。（ロ）吸収合併の効力発生日

平成26年4月1日

(2)実施した会計処理の概要

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計

基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号）に基づき、共通支配下の取引の会計処理を実

施することになります。

３．自己株式の消却

 当社は、平成26年4月24日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式の消却を

行うことを決議し、自己株式の消却を以下のとおり実施いたしました。

(1)自己株式消却に関する取締役会の決議内容

①消却する株式の種類   当社第3種優先株式

②消却する株式の数    1,500,000株

(2)消却日

平成26年4月30日

(3)消却後の発行済株式総数

127,767,824株
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